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【開館時間】午前９時30分～午後４時30分（11月は午後４時）
【 休 館 日】月曜日（祝日と重なった場合は、翌日火曜日）
【入館・観覧】無 料
【事業協力】菅江真澄研究会
【後援】NHK秋田放送局　ABS秋田放送　AKT秋田テレビ　AAB秋田朝日放送　エフエム秋田

秋田魁新報社　北羽新報社　北鹿新聞社　 河北新報社　朝日新聞秋田総局
読売新聞秋田支局　毎日新聞秋田支局　産経新聞秋田支局

平成30年
秋田県立博物館

9月22日土～11月４日日

〒010-0124秋田市金足鳰崎字後山52　TEL. 018-873-4121  FAX. 018-873-4123　E-mail : info@akihaku.jp

ホームページは で検索秋田県立博物館
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企画展 没後190年記念展

菅江真澄、記憶のかたち菅江真澄、記憶のかたち
　秋田市内にある菅江真澄の墓碑には「文政十二己丑七月十九日卒」と刻まれ
ています。真澄が亡くなって190年の今年、わたしたちは、真澄の記録が持つ意
味をもう一度考えてみたいと思います。
　現在の長野県・北東北・北海道、とりわけ秋田県には数多く真澄の著作が残
され、それらの記録は、郷土の歴史や文化、人々の暮らしや習俗、自然につい
て、そのよさを知る多くの手がかりをわたしたちに与えてくれています。
　わたしたちの暮らしの中には、遠い祖先から引き継いできた「記憶」―伝統
があります。真澄の記録は、江戸時代後期、それを真澄のまなざしで切り取っ
た「記憶のかたち」でもあります。その「記憶のかたち」の価値をあらためてとら
え、その土地独自の伝統とともに、真澄の著作や関連する事柄を、後世によりよ
い形で伝えていきたいと考えます。この記念展を機会に、真澄の記録を体系的
に理解していただければ幸いです。（文政十二年＝1829年）

国重要文化財「菅江真澄遊覧記」、秋田県指定文化財「菅江真澄著作」、初
公開資料４点を合わせた約200点の資料を公開

※第一章の日記、第六章の地誌については、２週間で丁替えをします。色鮮や
かな図絵を中心に御覧ください。

秋田市金足の春のようす《軒の山吹》

※展示図録を刊行します。お問合せは、博物館ミュージアムショップ（TEL．018-872-1770）まで。
※菅江真澄資料センターでは、コーナー展「遊覧記刊行の舞台裏」（9/29～11/11）を開催します。内田
武志が宮本常一の協力を得ながら全集を刊行した経緯を、宮本常一記念館（山口県周防大島）の資
料を交えて紹介します。

第一章　旅と日記 信濃の旅から秋田の旅まで

第二章　記録の視点～ところ、ためし、うつわ　土地、習俗、器・モノ
第三章　交流の譜 人との交流を示す遺墨資料

第四章　学びの方法 真澄はどのように学びを深めたか

第五章　名所を謳う 土地のよさを歌や図絵に表現する

第六章　地誌を編む 平鹿郡と仙北郡の詳細な記録

付帯展示　真澄を楽しむ（会場：ふるさとまつり広場）　学び方・読み方それぞれ

きちゅう しゅっす

男鹿・大桟橋をくぐる舟《男鹿の島風》
 上下ともに国重要文化財「菅江真澄遊覧記」（辻良之氏蔵）

関 連 事 業

10月５日（金） 「真澄の足跡をたどって」
　講師：角崎　大（当館学芸主事・真澄担当）
10月19日（金） 「菅江真澄の不思議」
　講師：小笹鉄文（菅江真澄研究会会長）
11月２日（金） 「いづこにか旅人は行ぞ－菅江真澄の旅姿」
　講師：永井登志樹（菅江真澄研究会副会長）
時間　13：30～15：00（開場12：30）
会場　当館学習室（1階）
定員　先着40名　申込み不要

菅江真澄没後190年記念シンポジウム（兼）全国菅江真澄研究集会1 真澄講話会「はじめての真澄学」2

日時　9月28日（金）、10月12日（金）、10月26日（金）
内容　前半／10：00～12：30（真澄の生涯、青森・津軽編、岩手編　

各編約45分）
　　　後半／13：30～16：00（北海道編、青森・下北編、秋田編　

各編約45分）

会場　当館スタディルーム（真澄常設展示室の奥）
定員　30名　申込み不要（定員内出入り自由）

ビデオ上映会「菅江真澄の旅」（2002年紀伊國屋書店制作）3

日時　９月23日（日）、10月14日（日）、10月28日（日）
　　　いずれも10：00～11：00
会場　企画展示室
案内　担当学芸職員
定員　15名程度　申込み不要

展示解説会4
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展示会期と関連事業
カレンダー

共　催　菅江真澄研究会
日　時　９月29日（土）13：00～16：40
会　場　秋田県生涯学習センター３階講堂（秋田市山王中島町1-1）
　　　　※バスやタクシーなどの御利用をお勧めします。
　　　　※駐車場は、共同駐車場（山王交番向かい）を御利用ください。
テーマ　真澄の今－ゆかりの地からの発信－
パネルディスカッション
〈コーディネーター〉石井正己（東京学芸大学教授）
〈パネラー〉塩瀬忠夫（愛知県新城市住・菅江真澄研究会理事）

中原文彦（長野県塩尻市・本洗馬歴史の里資料館学芸員）
深澤恭仁（青森菅江真澄研究会会長）
天野荘平（男鹿市菅江真澄研究会会長）
松山　修（当館主任学芸主事）

参加費　無 料
定　員　300名（どなたでも御参加いただけます）
申込み　一般の方…要申込み　菅江真澄研究会が記念誌を刊行しま

すので、研究会員は研究会宛お申込みください。当日、参
加者全員にシンポジウムレジュメを配布します。
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